
はじめに

海洋への油流出事故は, 油が漂着した沿岸域も含

めて生息する鳥類へ大きな被害を与える. たとえば,

世界では, 1989年に起こったスーパータンカー・エ

クソンバルディーズ号の座礁事故 (Piatt et al. 1990)

や, 湾岸戦争が引き金となった, 1991年の油流出事

故 (Evans et al. 1993, Symens & Al Salamah 1993)

では, 多くの鳥類が犠牲になった. また, 日本でも,

1997年に起こったロシアのタンカー・ナホトカ号の

事故で, 少なくとも計32種, 1,315羽の個体が汚染

を受け (環境庁発表), そのうち福井県では, 19種

170羽の個体が死体で回収または生体で保護された

(Ohsako 1998). このように鳥類が油に汚染される

と, 多くの場合, 致命的な影響を受ける.

油汚染の影響は, 直接的な被害の後も持続すると

予想され, 種構成, 環境利用, 行動の変化について,

Jackson (1993) , Day et al. (1995) , Wiens et al.

(1996) などの報告があるが, 日本ではほとんど例

がない. その理由のひとつとして, 比較するための,

事故の起こる前の資料がないからである. ところが,

本県では, 事故前の1995年度に海岸の鳥類相につい

て調査がなされていた (福井県自然保護センター

1997). そこで, 事故後の1998年度にほぼ同一の場

所, 時期, 方法および調査員で調査を行い, 両年度

の結果を比較して, その影響の持続や回復の程度に

ついて考察してみた.

調査地と方法

調査は, 1997年5月10日と1998年6月27日～7月19

日の夏期と1998年12月26日～1999年2月17日の冬期

に, 福井県内の20カ所の海岸で行なった (図1, 表1).

調査地内に1～4地点の定点または4～6㎞のルートを

設定し, 任意の時間帯に観察を行なった. 出現した

すべての鳥類の種と繁殖状況を記録した. なお, 営

巣, 育雛, 巣立ち雛を確認した場合に繁殖している

と判断した. 観察と識別は, 双眼鏡と望遠鏡を用い

て行なった.

そして, 冬期の結果について, 1995年度に行なわ

れた渡り鳥保全調査 (福井県自然保護センター 1997)

のそれと比較して, 記録種の変化について比較・考

察してみた.

結果と考察

1. 1998年度の記録種

1998年度に記録された種とその学名は表2に掲載

してある.

計12目28科83種の鳥類が記録された (表2). 福井

県の鳥類は, 1982～1997年までに18目60科292種が

記録されているが (福井県自然環境保全調査研究会

鳥獣部会 1998), 今回は, 種数でその28.4%が記録

されたことになる. これらのうち環境庁指定の ｢日

本の絶滅のおそれのある野生生物｣ の絶滅危惧Ⅱ類

のハヤブサが三国芦原海岸, 鷹巣海岸, 越前海岸,

常神半島で, 準絶滅危惧のミサゴが三国芦原海岸,

九頭竜川河口, 敦賀湾, 敦賀半島, 常神半島で記録

された.

また, 計7目15科18種の鳥類の繁殖が確認された

(表2). しかし, 夏期に観察された種は, その確認

がなくても繁殖の可能性はある.

すべての調査地で記録された種はトビ, ウミネコ,

セグロセキレイで, 75.0%以上の観察頻度で, 順に

ハシボソガラス, ヒヨドリ, ホオジロ, スズメ, ア

オサギ, セグロカモメ, ウミウ, ツバメ, イソヒヨ
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表1. 1998年度の渡り鳥保全調査の概要.
Table 1. Study areas, observers, dates and general results of the fiscal 1998 bird census.

1：図1を参照.
2：福井県自然環境管理計画でもちいるメッシュ番号.
3：1997年の調査.

図1. 調査地の位置図.
Fig. 1. Location of the study areas.



ドリであった. これらのうち, 福井県では, ツバメ

は夏鳥, セグロカモメ, ウミウは冬鳥, ヒヨドリ,

イソヒヨドリは漂鳥で, 他はすべて留鳥であった

(福井県生活環境部自然保護課 1982).

最も記録種数の多かった調査地は敦賀湾の杉津～

鞠山で, 夏期に27種, 冬期に37種の計46種が記録さ

れた. 次いで九頭竜川河口の河口～新港 (計32種),

敦賀半島の竹波～菅浜 (計32種), 常神半島の久々

子～日向 (計32種), 若狭湾の和田～東三松 (計32

種) などであった.

2. 冬期における1995年度の記録種との比較

1995年度と1998年度の冬期に記録された種とその

学名は表3に掲載してある.

a) 全県

1995年度の調査結果と比較して1998年度に記録さ

れた目・科・種数は, それぞれ1目, 2科, 4種減っ

ていた (表3). 目としては, アビ目, ブッポウソウ

目が記録されず, 代わってアマツバメ目が新たに記

録された. また, 科としては, アビ科, カワセミ科,

ミソサザイ科が記録されず, 代わってアマツバメ科

が記録された. そして, 種としては, オオハム, ア

カエリカイツブリ, ゴイサギ, ダイサギ, チュウサ

ギ, コクガン, オシドリ, ウミアイサ, カワアイサ,

サシバ, キアシシギ, タシギ, シロカモメ, ツツド

リ, カワセミ, タヒバリ, ミソサザイ, ルリビタキ,

トラツグミ, コヨシキリ, オオルリ, サンコウチョ

ウ, ミヤマホオジロ, クロジの計24種が記録されず,

代わってミミカイツブリ, ササゴイ, アマサギ, コ

ガモ, オナガガモ, ホシハジロ, キンクロハジロ,

スズガモ, クロガモ, シノリガモ, ケリ, ドバト,

アマツバメ, マミチャジナイ, コガラ, ヒガラ, オ

オジュリン, ベニマシコ, シメ, カケスの計20種が

新たに記録された. これらのうち海洋・海岸性の鳥

類だけに限ると, 本県で稀にしか記録されないコク

ガン, クロガモ, シノリガモ, シロカモメ (福井県

自然環境保全調査研究会鳥獣部会 1998) を除き,

オオハム, アカエリカイツブリ, ウミアイサ, キア

シシギの計4種が記録されず, 代わってミミカイツ

ブリ, ホシハジロ, キンクロハジロ, スズガモの,

主に海ガモ類の4種が新たに記録されていた.

また, 1997年のナホトカ号油流出事故で, 本県に

おいて死体で回収または生体で保護された鳥類で個

体数の多かった種は, 順にウトウ ����������

����������, ウミスズメ ������������������������, オオハム類 ���������, アカエリカイ
ツブリ �����������������, ウミネコ ������������������などであった (Ohsako 1998). ウト

ウとウミスズメは海洋を主な生息地としているため

(柳沢 1988), 海岸近くで観察されることは本来少

ないが, 内海, 湾, 沿岸, 河口, 湖沼にも生息する

オオハム, アカエリカイツブリ (柳沢 1988) が1998

年度に記録されなかったことは, ナホトカ号の事故

によって, 個体数が減った, または越冬地が変わっ

たのではないかと考えられる. つまり, 事故から2

年経っても, 一部の種については回復していないこ

とがいえる. 一方で, 海ガモ類は, 本県の主な河川・

湖沼での, その記録個体数が1997年度より減少して

いるにも関わらず (大迫 1999), 1998年度の本調査

で記録されるようになっていた. その要因について

は不明である.

b) 各調査地 (冬期)

計20カ所の調査地のうち, 冬期の記録種数におい

て, 1995年度と比較して1998年度に増加したのは計

16カ所 (80.0%) で, それ以外の九頭竜川河口の河

口～新港 (三国町, 福井市), 内外海半島の須浦～

阿納 (小浜市), 小浜湾の東勢～鯉川 (小浜市), 内

浦湾の宮尾～上瀬 (高浜町) では減少していた (表

3).

三国芦原海岸の浜坂～波松

キジバト, ミソサザイ, シジュウカラ, メジロ,

クロジ, カワラヒワ, スズメの森林性の鳥類が記録

されず, 代わってカンムリカイツブリ, ウミウ, カ

ルガモ, ホシハジロ, セグロカモメ, カモメ, セグ

ロセキレイ, イソヒヨドリ, マミチャジナイの, そ

のほとんどが海岸性である鳥類が記録された (表3).

つまり記録された種の構成が変わっていた. これは,

1995年度に比べ, 1998年度は調査範囲・面積が広がっ

ていたこと (表1) が主な理由と考えられる. ここ

は油汚染の大きかった場所のひとつである (福井県

県民生活部自然保護課 1998) にも関わらず, 主な

水鳥が記録されていたので, 汚染の影響から回復し

てきていたと考えられる.

三国芦原海岸の梶～雄島

カルガモ, モズ, ハシブトガラスが記録されず,

代わってハヤブサ, コゲラ, セグロセキレイ, ツグ

ミ, ヤマガラが記録された (表3). ここも油汚染の
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表2. 福井県の海岸で記録された鳥類リスト (1998年度).
Table 2. List of birds recorded along the seacoasts in Fukui (fiscal 1998).

※繁殖の確認
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表2. 福井県の海岸で記録された鳥類リスト (1998年度) (続き) .
Table 2. List of birds recorded along the seacoasts in Fukui (fiscal 1998) (continued).

※繁殖の確認
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大きかった場所のひとつである (福井県県民生活部

自然保護課 1998) が, ウミウ, クロサギ, セグロ

カモメ, ウミネコ, イソヒヨドリなどは同様に観察

され, さらに生態ピラミッドの上位に位置するハヤ

ブサが観察されていたので, 汚染から回復してきて

いたと考えられる.

九頭竜川河口の河口～新港

カイツブリ, ウミウ, カルガモ, ヒドリガモ, オ

オセグロカモメ, ハクセキレイ, ヒヨドリ, イソヒ

ヨドリ, スズメが記録されず, 代わってコサギ, ア

オサギ, コガモ, アオゲラ, シジュウカラ, ムクド

リが記録された (表3). ここも油汚染の大きかった

場所のひとつであり (福井県県民生活部自然保護課

1998), 水鳥類が5種も観察されなくなったのは, 汚

染の影響からまだ回復していなかったと考えられる.

鷹巣海岸の鷹巣～鮎川

ヒヨドリ, ムクドリ, ハシボソガラスが記録され

ず, 代わってハヤブサ, カモメ, キセキレイ, ハク

セキレイ, ジョウビタキ, シロハラ, ツグミ, ホオ

ジロが記録された (表3). ここも油汚染の大きかっ

た場所のひとつである (福井県県民生活部自然保護

課 1998) が, ウミウ, クロサギ, アオサギ, カル

ガモ, セグロカモメ, オオセグロカモメ, ウミネコ,

イソヒヨドリなどは同様に観察され, さらに生態ピ

ラミッドの上位に位置するハヤブサが観察されたの

で, 汚染から回復してきていたと考えられる.

越前海岸の大丹生～居倉

記録されなくなった種はなく, 代わって新しくヒ

メウ, ジョウビタキ, イソヒヨドリ, シロハラ, ツ

グミ, シジュウカラ, アオジ, スズメが記録された

(表3). また, ウミウ, アオサギ, セグロカモメ,

オオセグロカモメ, カモメ, ウミネコなどは同様に

観察されたので, 汚染の影響が小さかったか, それ

から回復してきていたと考えられる.

越前海岸の左右～梅浦

オオハム, クロサギ, ハヤブサが記録されず, 代

わってオオセグロカモメ, シロハラ, ツグミ, メジ

ロ, ホオジロ, アオジ, スズメが記録された (表3).

ウミウ, セグロカモメ, カモメ, ウミネコ, イソヒ

ヨドリなどは同様に観察されたものの, 海洋・海岸

性の鳥類の3種が観察されなかったことは, 汚染の

影響が残っていたと考えられる.

越前海岸の厨～米ノ

セグロカモメ, コゲラ, シジュウカラが記録され

ず, 代わってクロサギ, キジバト, ハクセキレイ,

イソヒヨドリ, エナガ, ホオジロ, スズメが記録さ

れた (表3). ウミウ, アオサギ, オオセグロカモ

メ, カモメ, ウミネコなどは同様に観察されたので,

汚染から回復してきていたと考えられる.

河野海岸の糠～河野

アカエリカイツブリ, カンムリカイツブリ, コサ

ギ, カワアイサ, カモメが記録されず, 代わってハ

ジロカイツブリ, クロサギ, シノリガモ, ノスリ,

セグロカモメ, キジバト, コゲラ, モズ, ジョウビ

タキ, ツグミ, ウグイス, シジュウカラ, ホオジロ,

アオジ, ハシブトガラスが記録された (表3). ウミ

ウ, アオサギ, オオセグロカモメ, ウミネコ, イソ

ヒヨドリなどは同様に観察されたものの, 被害の大

きかった種のひとつであるアカエリカイツブリ (福

井県県民生活部自然保護課 1998) を含む, 水鳥類

の5種が観察されなかったことは, 汚染の影響が残っ

ていたと考えられる.

敦賀湾の杉津～鞠山

ハジロカイツブリ, カンムリカイツブリ, マガモ,

タシギ, キセキレイ, ハクセキレイ, タヒバリ, ル

リビタキ, トラツグミ, ミヤマホオジロが記録され

ず, 代わってアオサギ, カルガモ, ミサゴ, ケリ,

オオセグロカモメ, ドバト, アオゲラ, ジョウビタ

キ, ヤマガラ, メジロ, カシラダカ, オオジュリン,

カケス, ハシブトガラスが記録された (表3). ここ

も油汚染の大きかった場所のひとつであり (福井県

県民生活部自然保護課 1998), ウミウ, カモメ, ウ

ミネコ, イソヒヨドリなどは同様に観察されたもの

の, 海洋・海岸性の鳥類の3種が観察されなかった

ことは, 汚染の影響が残っていたと考えられる.

敦賀湾の笙の川河口～常宮

ヒヨドリ, イソヒヨドリ, ホオジロ, カワラヒワ,

ハシボソガラスが記録されず, 代わってウミウ, コ

ガモ, ヒドリガモ, セグロカモメ, シロハラ, シジュ

ウカラが記録された (表3). ここも油汚染の大きかっ

た場所のひとつである (福井県県民生活部自然保護

課 1998) が, カンムリカイツブリ, アオサギ, マ

ガモ, カルガモ, ユリカモメ, カモメ, ウミネコな

どは同様に観察されていたので, 汚染から回復して

きていたと考えられる.
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敦賀半島の浦底～立石

カンムリカイツブリ, カワラヒワが記録されず,

代わってカイツブリ, ノスリ, コゲラ, ハクセキレ

イ, ジョウビタキ, ウグイス, ヤマガラ, シジュウ

カラが記録された (表3). ここも油汚染の大きかっ

た場所のひとつである (福井県県民生活部自然保護

課 1998) が, ウミウ, クロサギ, アオサギ, カル

ガモ, ユリカモメ, セグロカモメ, オオセグロカモ

メ, ウミネコ, イソヒヨドリなどは同様に観察され

たので, 汚染から回復してきていたと考えられる.

敦賀半島の竹波～菅浜

ハジロカイツブリ, ハクセキレイが記録されず,

代わってコサギ, スズガモ, ミサゴ, ユリカモメ,

キジバト, ジョウビタキ, イソヒヨドリ, シロハラ,

ウグイス, メジロ, アオジ, ベニマシコが記録され

た (表3). ここも油汚染の大きかった場所のひとつ

である (福井県県民生活部自然保護課 1998) が,

カンムリカイツブリ, ウミウ, アオサギ, カルガモ,

セグロカモメ, オオセグロカモメ, カモメ, ウミネ

コなどは同様に観察されたので, 汚染から回復して

きていたと考えられる.

常神半島の久々子～日向

カワウ, コクガン, シロカモメ, アオジが記録さ

れず, 代わってウミウ, カルガモ, ホシハジロ, キ

ンクロハジロ, クロガモ, ミサゴ, ハヤブサ, ジョ

ウビタキ, イソヒヨドリ, シロハラ, ツグミ, シジュ

ウカラ, ホオジロ, カワラヒワ, イカルが記録され

た (表3). ここも油汚染の大きかった場所のひとつ

である (福井県県民生活部自然保護課 1998) が,

カンムリカイツブリ, アオサギ, ヒドリガモ, セグ

ロカモメ, オオセグロカモメ, カモメ, ウミネコな

どは同様に観察され, さらに生態ピラミッドの上位

に位置するミサゴ, ハヤブサも観察されるようになっ

たので, 汚染から回復してきていたと考えられる.

常神半島の遊子～常神

ハジロカイツブリ, マガモ, モズが記録されず,

代わってミミカイツブリ, カンムリカイツブリ, オ

オセグロカモメ, セグロセキレイ, カワラヒワ, イ

カル, スズメが記録された (表3). ここも油汚染の

大きかった場所のひとつである (福井県県民生活部

自然保護課 1998) が, ウミウ, アオサギ, ミサゴ,

セグロカモメ, カモメ, ウミネコ, イソヒヨドリな

どは同様に観察されたので, 汚染から回復してきて

いたと考えられる.

内外海半島の須浦～阿野

コサギ, セグロカモメ, キジバト, コゲラ, セグ

ロセキレイ, シロハラ, ツグミ, カシラダカ, スズ

メ, ハシボソガラスが記録されず, 代わってアカゲ

ラ, ヒガラ, シジュウカラが記録された (表3). こ

こは1995年度も海洋・海岸性の鳥類が記録されなかっ

た場所であり, 汚染の影響は不明である.

小浜湾の東勢～鯉川

トビ, ツグミ, スズメ, ハシボソガラスが記録さ

れず, 代わって新しく記録された種はなかった (表

3). ここも1995年度も海洋・海岸性の鳥類が記録さ

れなかった場所であり, 汚染の影響は不明である.

大島半島の浦底～鋸崎

カルガモ, エナガが記録されず, 代わってカンム

リカイツブリ, カワウ, オナガガモ, アオゲラ, ハ

クセキレイ, セグロセキレイ, ジョウビタキ, イソ

ヒヨドリ, ウグイス, シジュウカラ, アオジ, カワ

ラヒワ, シメ, ハシブトガラスが記録された (表3).

ハジロカイツブリ, ウミウ, アオサギ, マガモ, セ

グロカモメ, ウミネコなどは同様に観察されたので,

汚染の影響は小さかったと考えられる.

若狭湾の和田～東三松

オオセグロカモメ, ハシブトガラスが記録されず,

代わってカンムリカイツブリ, カワウ, オナガガモ,

セグロカモメ, アオゲラ, セグロセキレイ, ヒヨド

リ, モズ, ジョウビタキ, イソヒヨドリ, ツグミ,

ウグイス, ヤマガラ, シジュウカラ, メジロ, ホオ

ジロ, アオジ, カワラヒワが記録された (表3). ハ

ジロカイツブリ, ウミウ, アオサギ, マガモ, ウミ

ネコなどは同様に観察されたので, 汚染の影響は小

さかったと考えられる.

内浦湾の小黒飯～音海

キセキレイが記録されず, 代わってセグロカモメ,

ウミネコ, セグロセキレイ, スズメが記録された

(表3). ここも1995年度も海洋・海岸性の鳥類が記

録されなかった場所であり, 汚染の影響は不明であ

る.

内浦湾の宮尾～上瀬

コゲラ, ウグイス, ヤマガラ, スズメが記録され

ず, 代わってウミネコ, キジバト, カワラヒワが記

録された (表3). ここも1995年度も海洋・海岸性の

鳥類が記録されなかった場所でり, 汚染の影響は不

明である.
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表3. 1995年度と1998年度の冬期に記録された鳥類種の比較.
Table 3.Comparison of bird species recorded in winter between fiscal 1995 and 1998.
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表3. 1995年度と1998年度の冬期に記録された鳥類種の比較. (続き)
Table 3.Comparison of bird species recorded in winter between fiscal 1995 and 1998 (continued).



― 13 ―



このように, 各調査地において, 鳥類相への油汚

染の影響の持続や回復の程度はそれぞれで異なって

いたが, そのほとんどの場所では影響が小さいか,

それから回復してきている状況であった. しかし,

一度減少した海洋・海岸性の鳥類は, その回復に時

間がかかるため, 油汚染の鳥類群集への長期的影響

も追跡することが必要である (Jackson 1993).
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要 約

1998年度の夏期と冬期に, 福井県内の計20カ所の

海岸で鳥類相とその繁殖状況を調査した. のべ42日

の調査で計12目28科83種の鳥類が記録され, そのう

ち計7目15科18種の鳥類の繁殖が確認された. 希少

な種としては, 環境庁指定の ｢日本の絶滅のおそれ

のある野生生物｣ の絶滅危惧Ⅱ類のハヤブサが三国

芦原海岸, 鷹巣海岸, 越前海岸, 常神半島で, 準絶

滅危惧のミサゴが三国芦原海岸, 九頭竜川河口, 敦

賀湾, 敦賀半島, 常神半島で記録された. 本年度と

ほぼ同一の場所, 時期, 方法および調査員で調査さ

れていた1995年度の結果と比較して, オオハムとア

カエリカイツブリが記録されなかったのは, 1997年

に起こったナホトカ号の油流出事故による影響であ

ると考えられる. また, 海洋・海岸性の鳥類の記録

種数の減少した九頭竜川河口, 越前海岸の左右～梅

浦, 河野海岸, 敦賀湾の杉津～鞠山では, まだ, 汚

染の影響が残っていたと考えられるが, その他の調

査地ではそれから回復してきているようであった.

一度減少した海洋・海岸性の鳥類は, その回復に時

間がかかるため, 油汚染の鳥類群集への長期的影響

も追跡することが必要である.
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Recovery of marine bird communities from the oil spill accident of the Nakhodka in Fukui

-Comparison of the results between the fiscal 1995 and 1998 bird censuses-

Fukui Nature Conservation Center1

The avifauna and breeding status were studied at a total of 20 study areas along the seacoasts in

Fukui in fiscal 1998. A total of 83 species of 28 families of 12 orders was recorded in summer and

winter for a total of 42 days, of which the breeding activities were observed in 18 species of 15

families of seven orders. There were recorded Peregrine Falcons on Mikuni-Awara Coast, Takasu

Coast, Echizen coast and Tsunekami Peninsula as a vulnerable species, and Ospreys on Mikuni-Awara

Coast, the rivermouth of the Kuzuryu River, Tsuruga Bay, Tsuruga Peninsula and Tsunekami Peninsula

as a near threatened species that Environment Agency has registered. In comparison with the recorded

species in fiscal 1995 at the same areas in the same season by the same method and members, Arctic

Loons and Red-necked Grebes were not recorded in fiscal 1998, which is thought to be a result caused

by oil pollution in the accident of the Nakhodka in 1997. There might be the long-term damage of

the oil spill to the bird communities on the rivermouth of the Kuzuryu River, a part of Echizen Coast,

Kohno Coast, a part of Tsuruga Bay where some oceanic and coastal birds were not recorded in fiscal

1998. on the other hewd, the communities may recover from the damage at the other study areas. It

is important to examine the long-term effects of oil pollution on bird communities.

1. Minamirokuroshi 169-11-2, Ono-shi, Fukui 912-0131

Written by Yoshito Ohsako


